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１ 身近かな女性史を学びたい

〇「私自身の生き方につながる女性の歴史」を地域に発信

・身近な女性の生き方を知る

・県内女性史の系統立った資料の所在やアクセス手段がない

〇明治以降の新潟県内発行の新聞検索が可能に（1987年）

・資料がなければ、自分たちで作ろう

・資料を作ることが県内女性史の掘り起こし、

学習になる



２ 新潟女性史年表の概略

・書 名：

『光と風、野につむぐ一連譜 新聞にみる新潟女性史年表』

・発 行：2001年２月21日 A5判 縦書き 452頁

・年表期間：1868年から1947年

・項目区分：「学ぶ・活動」「働く・暮らす」「一般」・

・構成・編集：11ブロックに分け、読み物部分(60篇)

・主な資料：「新潟新聞」（1877年4月7日創刊 1942年

新聞統合で「新潟日報」）他



３ 新聞検索 (主に1987年３月～1991年頃)

・対 象：新潟県内の女性に関するすべての記事

・整理分野：教育・労働・婦人運動・芸娼妓・生活風俗

（農業・戦争と女性）

・整理方法

①記事カード作成（B6判）

②一覧表作成(B4判 横 月別)

記事日付 見出し 主な内容（女性の側から読み直す、

受身表現は極力避ける）



４ 年表事項の選択(1989年～1999年頃)

⑴進め方：グループ作業 結果を例会ですり合わせ

・評価（〇 △ ×）の一致

※重要事項を落とす不安⇒ 6～10回、年表を作り直す

近現代日本女性史の学習を同時進行

⑵新聞の限界

・新聞との価値観の相違

女性は保護と教化の対象・・蔑視と期待像

・女性の日常と本音は出ない・・戦時報道統制

・一次資料ではない・・事実確認が必要（予定記事など）



⑶視点の整理・確認

・「新聞にみる」年表とする

・５つの視点：女性の人権／ジェンダー／エンパワメントと

自立／地方から発想／庶民の姿

記事カード 一覧表



５ 新潟女性史の基礎資料として

⑴「学習」から新潟女性史の「調査・研究」へ活動内容が進化

『光と風・・』から課題を抽出

⇒会誌「光と陰」に掲載・発表

「全国女性史研究交流のつどい」で発表 など

⑵地元研究者や学生とつながり

・記事カードを「新潟女性史資料」として「アルザにいがた」

で公開

・新潟県立大学のジェンダー授業に参加 など



６ 50周年・・活動自体を新潟女性史の資料に

①『織りなす光と陰の逕 －新潟女性史クラブ50年のあゆみー』

発行（2023年3月）

・年ごとの活動記録がベース

・活動に関わってくださった関係者に寄稿依頼



②記事カードでDVDを作成（2017年7月～2022年12月）

・元データ：新潟女性史資料 約3万4千件

・タイトル：

『50周年記念 新潟女性史資料(新聞記事)

データ集(1872年～1959年)Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ』

・データ入力では会員以外の参加があり、機器操

作でも助言・協力者を得た

・県立図書館、市立図書館、県立大学図書館、新

潟大学図書館、アルザにいがた情報室

などへ寄贈


